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　2026 年度の本県実質経済成長率は，個人消
費の底堅い動きや投資関連の下げ止まりにより，
プラス 0.5％となる見込み（図表 1）。6 年連続の
プラス成長で 2025 年度を 0.3 ㌽上回り，緩やか
な回復が続く。
　2026 年度の本県実質経済成長率の内訳を見
ると，個人消費（民間最終消費支出）は，賃
上げの動きが継続し，最低賃金引き上げもプラス
に寄与する。ただ物価上昇のペースは鈍化する
ものの，物価の高止まりが見込まれることから，プ
ラス0.5％となる見通し。

　設備投資（民間企業設備投資）は，建設資
材や人件費の高騰による建築コストの高止まりが
続く中で，生産性向上を目指す動きが見込まれ，
プラス0.1％とほぼ横ばいの見通し。
　住宅投資（民間住宅投資）は，前年の法改正
の影響が一巡するものの，人件費・建築資材
の高騰や住宅ローン金利上昇の影響などで着工
戸数が伸び悩み，プラス 0.3％と小幅な回復とな
る見通し。
　政府支出（政府最終消費支出）は，高齢化
の進行などから医療・介護費などの社会保障関
連支出の増加基調は変わらず，プラス 0.3％とな
る見通し。

　公共投資（公的固定資本形成）は，大型工事
や国土強靭化事業などでプラス0.2％となる見通し。
　生産活動（鉱工業生産）は，低迷していた
半導体需要が底打ちし，全体としてはプラス
0.3％となる見通し。
　以上から，2026 年度の本県実質経済成長率
は回復基調が続き，全体でプラス 0.5％となる。
6 年連続のプラス成長で 2025 年度を 0.3 ㌽上
回る。一方，国内主要シンクタンクの予測平均
値はプラス0.9％と2025 年度と同水準となる見通
し。本県成長率は全国を0.4 ㌽下回る。

　 前回予測から 0.6 ㌽下方修正。
　 投資関連が伸び悩み
　2025 年度の鹿児島県経済は物価上昇が続く
中，賃上げの動きが継続し，個人消費は緩やか
ながらも回復する。一方で，資材価格の高止まり
や人手不足に伴う人件費の上昇などが重しとなり
投資関連がマイナスとなる見込み。
　2025年度の本県実質経済成長率の内訳を見
ると，個人消費は，物価高が続いたものの，最
低賃金の大幅上昇などで堅調に推移し，プラス
0.8％となる見通し。百貨店・スーパー販売額の
動向をみると，2025 年度（4～10月）は，前年同
期比プラス1.7％となっている（図表 2）。賃上げに
より所得環境は改善したものの，米など食料品を
中心とした物価上昇により実質賃金はマイナスで
の推移が続いている。乗用車（登録車）新車販
売台数（4～11月）は同マイナス 1.4％，軽自動車
（4～11月）は同プラス7.0％となっている（図表 3）。
軽自動車は前年の型式認証不正問題の反動によ
り増加したが，登録車は新型車投入が少なかっ
たことや，人気車種の供給制約などにより減少し
た。また，消費者の節約志向の高まりを受けて，
コンビニエンスストア販売額が弱含んでいる一方
で，比較的安価で食品・日用品を販売している
ドラッグストア販売額は堅調な動きとなっている（図
表 4）。家電大型専門店では Windows10 のサ

ポート終了に伴う買い替え需要が発生したパソコ
ン類や，猛暑や電気代高騰の影響で節電効果
の高い高価格帯の家電の動きは良かったものの，
白物家電などの動きが鈍く，全体として持ち直し

の動きは鈍い。また観
光動向をみると，2025
年度の本県延べ宿泊
客数（4～10月速報値）
は前年同期比マイナス
5.2％と前年を下回って
いる（図表 5）。豪雨や
新燃岳噴火などの自然
災害の影響や，大阪・

関西万博に観光客が流れたことに加え，一部国
際定期便の運休等により，弱い動きとなっている。
　設備投資は，省力化や DX関連の投資がみら
れたが，資材価格の高止まりや人件費上昇に伴
う建築コスト上昇による設備投資計画の見送り・
見直しなどの動きもみられ，全体として投資意欲

が弱含み，マイナス1.9％となる見込み。
　住宅投資は，資材価格の高騰や法改正の影
響などにより，マイナス2.4％となる見込み。 新設
住宅着工戸数をみると，2025年4～11月の累計
は前年同期比マイナス22.1％と前年同期を大きく
下回って推移している（図表6）。
　政府支出は，社会保障関連支出の増加など
でプラス0.1％となる見通し。
　公共投資は，マイナス 2.6％となる見通し。西
日本建設業保証の公共工事動向をみると，2025
年 4～ 11 月の累計請負金額は前年同期比プラ
ス 5.5％と前年同期を上回っている（図表 7）。
ただ，馬毛島の自衛隊基地整備事業等の大型
工事案件が落ち着き，また同案件の進捗遅れな
どの影響もみられ，マイナスに転じる見込み。
　生産活動は，半導体の在庫調整が想定以上
に長引いたことにより，プラス 0.1％とほぼ横ばい
になる見込み。
　以上から，2025 年度の本県実質経済成長率
は全体でプラス 0.2％となる見通し。前回予測
（2024 年 12 月発表値）のプラス0.8％から0.6 ㌽

下方修正となる。一方，主要シンクタンクの 20
25 年度の全国予測平均値はプラス 0.9％であり，
本県成長率は全国を0.7 ㌽下回る。
　これまでの高市早苗政権の物価高対策は，ガ
ソリン暫定税率の廃止や電気・ガス料金への補
助などが盛り込まれたものの，その効果は限定的
にとどまる可能性が高い。また，積極財政に伴う
財政悪化リスクが意識され，円安による原材料コ
ストの上昇を通じて，再び物価上昇圧力が高まれ
ば，企業活動・個人消費の下振れ要因となる。
一方，県内企業の賃上げは二極化が進み，さら
なる賃上げには慎重な動きが広がる懸念がある。
　海外要因では，米国のトランプ関税を巡る不
確実性は後退しつつあるが，米中対立やロシア・
ウクライナ情勢，中東情勢などの地政学リスクは
依然残る。加えて，日本と中国との関係悪化に
よりインバウンド需要が減少すれば，県内経済へ
のマイナスの影響も懸念される。
　人口減少による供給制約がますます大きな課
題となる中，持続可能な成長に向けて DX，
GX，公共インフラの維持更新投資などの設備
投資需要が見込まれる。鹿児島県としては，農
林水産物輸出や観光振興，九州の半導体産業
の成長取り込みなどで稼ぐ力を高めていかなけ
ればならない。 （新川　真吾）
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図表7　公共工事請負金額の
　　　　前年度比
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九州経済研究所は鹿児島銀行のグループ会社のシンクタンクです。

九州経済研究所

詳細はこちら

経営コンサルティング
接遇,人事制度構築 ,ＢＣＰ策定など

各 種 セ ミ ナ ー

講 師 派 遣

新入社員・中堅・経営幹部向けの階層別セミナー,
マネジメントスキル,営業・マーケティング,
経理・会計などのビジネスセミナー

（オーダーメイド研修）
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新入社員セミナー　基礎コース
新入社員セミナー　基礎コース
新入社員セミナー　充実コース　1日目
新入社員セミナー　徹底育成コース　1日目合同
新入社員セミナー　徹底育成コース　2日目合同
新入社員セミナー　基礎コース
新入社員セミナー　基礎コース
新入社員セミナー　医療・介護コース
新入社員セミナー　基礎コース
新入社員セミナー　基礎コース 薩摩川内市
新入社員セミナー　基礎コース 鹿屋市
新入社員セミナー　基礎コース 都城市　
活きる！経験者採用社員
職場のハラスメント対策
電話応対１日完全マスターコース
若手社員の育て方
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編 集  後 記鹿児島市医報投稿規程

　投稿者は原則として，鹿児島市医師会会員とする。ただし本会あるいは編集委員会が必要と認め執筆を依頼した
もの及び各種部会・委員会が事務局担当者へ執筆を依頼したものに関してはその限りではない。

投稿資格

この規程の変更は本編集委員会の議決及び鹿児島市医師会理事会の承認を要する。
この規程は平成１７年２月７日から施行する。
この規程は平成１９年４月５日から一部改正施行する。
この規程は平成１９年１１月１６日一部改正。投稿規則８項の施行は平成２０年４月１日とする。

附　則

原稿の採否,掲載コーナーについては編集委員会で決定する。

原稿分量は原則として【別表１】のとおりとする。

図・表・写真を掲載する場合はサイズを文字数に換算して【別表２参照】原稿分量の規程範囲内に収めることと
する。ただし,編集委員会から依頼した場合はその限りではない。

原稿は原則として返却しない。（写真・ＣＤ・フラッシュメモリ等は返却する。）

他の文献を引用する場合は,原稿中にその旨明記しなければならない。
また,その際に著作権料が発生する場合は,原則として投稿者本人の負担とする。

論文に関する投稿は,人権及び動物愛護,個人情報保護法に十分配慮しなければならない。

「鹿児島市医報」に掲載された原稿の著作権は,鹿児島市医師会に帰属する。他誌に転載する場合には,編集委
員会及び理事会の議を経ることとする。

「鹿児島市医報」に掲載された記事の別刷りを希望する場合は経費の実費（全額）を執筆者負担とする。
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４．
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６．
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投稿規則

コーナー

論説と話題

医療トピックス

学      術

思 う こ と

随筆・その他

鹿市医図書室

区・支部だより

各種部会だより

各 種 報 告

3，000字以内・医報２頁

3，000字以内・医報２頁

6，000字以内・医報４頁

3，000字以内・医報２頁

6，000字以内・医報４頁

1，500字以内・医報１頁

1，500字以内・医報１頁

1，500字以内・医報１頁

1，500字以内・医報１頁

原稿分量
【別表１】

 
約５cm 

約7cm 

約9.５cm 

約14.５cm 

基　本　形
約２００字

半頁の大きさ
約７５０字

【別表2】

３月 3 日はひな祭り，女の子が健やかで
優しい女性に育つことを願うお祝いです。そ
の願いを込めて，父は僕の娘に木目込み人形
の雛飾りを作ってプレゼントしてくれまし
た。父と違い手先が器用でない僕は二人の孫
娘に立ち雛と桃の花をデザインした薩摩ボ
タンを送りました。ひな祭りのご馳走といえ
ば，お寿司と蛤のお吸い物です。蛤の貝合わ
せという遊びがあるように蛤の貝殻は対の
物としか密着しない特徴があり，プラスチッ
ク容器のなかった祖父の時代は，軟膏を処方
する際に使用していたという話を祖母から
聞いたことがありました。

誌上ギャラリーは，池田敏郎先生の「境
内に満ちる光」と題した春を感じる精矛神社
境内の桜です。みなさんは花見をする決まっ
た場所がありますか？　僕は自転車で甲突
川縁のサイクリングロードを下口付近から
ライオンズ公園まで上りながら眺めるのが
毎年の定番です。

論説と話題は，当会執行部，県医師会執
行部と市町村行政との現地懇談会の報告と
第 61 回九州首市医師会連絡協議会の報告で
した。医師会活動の現状と課題，そしてその
解決策を考える一助となりますのでご一読
ください。

学術は 3 題です。1 題目は，皮膚がん登録
者数日本一を誇る鹿児島医療センター 皮膚
腫瘍科の青木恵美先生から「高齢者皮膚がん
診療における早期受診啓発の意義」と題した
論文です。僕のライフワークともいえる太陽
紫外線防御対策の始まりは皮膚がん対策で，
WHO は毎年 150 万人が紫外線による皮膚が
んを発症すると推定しています。海外と比べ
て低かった我が国の皮膚がん発率は，超高齢
社会へと移行した現在は増えています。鹿児
島は北緯 31 度，サハラ砂漠と同緯度で太陽
紫外線防御対策も大切ですが，進行しないと
受診をしない高齢者が多い現状を変える取

り組みも重要だと考えています。
2 題目は，鹿児島大学大学院乳腺甲状腺外

科学中条 哲浩教授が「甲状腺疾患治療の最
新トピックス」と題して，「甲状腺癌取扱い
規約（第９版）」の治療方針への影響，遺伝
子診断に基づく個別化治療，発展してきた内
視鏡技術などについて解説して下さいまし
た。

3 題目は，令和 7 年度鹿児島市内科医会１
月例会の特別講演で，今村総合病院 膠原病・
リウマチ内科部長の伊藤加菜絵先生の「日常
診療における血管炎 - 早期診断のコツと最
新の治療 -」と題した ANCA 関連血管炎の
概要と治療に関する詳しいお話でした。

今回のリレー随筆は，県立大島病院の河野
裕佳先生の『私と「食べる」』というお話です。
食べることの大切さ，思い出深い食べ物の
話，そして，食べ物のおすそ分けが盛んな人
ほど精神的・社会的な健康を反映するスコア
が高いという話は大変興味を持ちました。僕
も美味しい物をみんなに配るのが大好きで，
最近一番のヒットはコストコで購入した「バ
ンザイ山椒」です。また，僕も大島病院に赴
任した時にミキに関して同じような症例を
経験したことがあり，奄美の人たちにとって
のソウルフードであることを実感しました。

鹿市医狂壇の今月の題吟は「支度（し
たっ）」でした。投稿者不足で存続の危機に
ありますので，皆さん奮ってチャレンジ投稿
をしてください，今回も編集委員に SOS の
連絡メールがあり，僕も拙い１句投稿しまし
た。

3 月は別れの季節でもあります。森岡康祐
先生が市立病院を今月末で退職されるため
に編集委員も退任されます，長年に渡りご苦
労様でした。そして，新メンバーとして参加
される籾 博晃先生よろしくお願い致します。

（編集委員　島田 辰彦）
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